
かぐや姫伝説と自衛隊

「清水みなと祭り」を陸海空の自衛隊が支援

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
７
月
２

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
８
月

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ず
ぽ
ん
」
を
出
動
さ
せ
、
そ
の
丸
く
て
黄

心
の
醸
成
に
努
め
た
。

迷
彩
服
の
試
着
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
、
募
集
活
動
と
と
も
に
、
近
隣
に

よ
り
Ｔ
ー
７
初
等
練
習
機
が
飛
行
展
示
を
行
う
と
、
快
晴
の
青
空
を
颯
爽
と
舞

魅
了
し
て
か
ぐ
や
姫
の
幻
想
で
包
み
込
ま
れ
て
い
た
。

い
が
け
な
い
相
乗
効
果
に
よ
り
多
く
の
応
援
が
得
ら
れ
た
。

開
を
行
い
、
２
日
間
で
約
４
，
０
０
０
名
も
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。
ま
た
、
護

く
の
来
場
者
の
興
味
を
惹
き
つ
け
て
い
た
。

す
る
勇
気
付
け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
熱
く
語
っ
た
。

し
祭
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
演
出
し
た
。

６
日
と
７
日
の
両
日
、
清
水
港
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
６
９

車
及
び
高
機
動
車
等
が
、
航
空
自
衛
隊
（
浜
松
基
地
）
か
ら
は
地
対
空
誘
導
弾

る
地
元
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
「
自
衛
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
★
静
岡
」
に
出
演
し
、
女
性
自

７
初
等
練
習
機
（
静
浜
基
地
）
が
飛
行
展
示
を
行
い
、
快
晴
と
な
っ
た
清
水
の

隊
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
く
。

広
報
や
地
本
キ
ャ
ラ
「
し
ず
ぽ
ん
」
を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

２
０
１
６
」
に
参
加
し
た
。

４
日
（
日
）、
中
央
公
園
（
富
士
市
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
富
士
ま
つ
り

同
時
に
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ｇ
Ｐ
」
へ
の
投
票
呼
び
か
け
の
た
め
、
静
岡
地
本

４
つ
の
駐
屯
地
が
あ
る
富
士
市
の
住
民
に
対
し
自
衛
隊
へ
の
更
な
る
理
解
や
関

静
岡
地
本
は
、
祭
り
の
活
況
の
中
で
広
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
制
度
説
明
や

ま
た
、
富
士
市
制
５
０
周
年
の
特
別
企
画
と
し
て
、
航
空
自
衛
隊
静
浜
基
地

な
み
開
催
さ
れ
た
「
か
ぐ
や
姫
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
浴
衣
に
身
を
包
ん
だ
地

色
い
身
体
に
「
か
ぐ
や
姫
が
帰
る
月
を
連
想
し
た
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
思

衛
艦
初
の
女
性
艦
長
で
あ
る
大
谷
三
穂
２
等
海
佐
は
静
岡
地
本
が
制
作
協
力
す

最
終
日
に
は
、
航
空
自
衛
隊
の
Ｔ‐

４
中
等
練
習
機
（
浜
松
基
地
）
及
び
Ｔ‐

装
備
品
展
示
と
し
て
は
、
陸
上
自
衛
隊
（
板
妻
駐
屯
地
）
か
ら
軽
装
甲
機
動

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
、
自
衛

回
清
水
み
な
と
祭
り
」
で
、
陸
・
海
・
空
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
隊
と
協
力
し
た

ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
や
隊
員
が
装
着
す
る
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
多

衛
官
を
目
指
し
た
経
緯
を
語
る
と
と
も
に
、
県
内
の
女
性
自
衛
官
希
望
者
に
対

大
空
を
背
景
に
護
衛
艦
「
や
ま
ぎ
り
」
と
迫
力
満
点
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
披
露

海
上
自
衛
隊
か
ら
は
、
護
衛
艦
「
や
ま
ぎ
り
」（
横
須
賀
基
地
）
の
艦
艇
公

音
楽
演
奏
な
ど
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
中
で
も
「
竹
取
物
語
」
発
祥
の
地
に
ち

こ
の
祭
り
で
は
、
富
士
の
夏
を
彩
る
パ
レ
ー
ド
や
各
種
の
踊
り
、
花
火
大
会
、

元
の
選
ば
れ
た
女
性
た
ち
が
出
場
し
、
そ
の
美
し
さ
は
会
場
に
訪
れ
た
人
々
を

か
ぐ
や
姫
の
見
送
り
を
彷
彿
と
さ
せ
る
光
景
で
あ
っ
た
。

う
姿
を
期
待
し
、
上
空
を
見
上
げ
る
人
々
の
様
子
は
、
御
伽
話
の
月
へ
と
帰
る


